
平成26年３月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成25年10月31日 

 
上 場 会 社 名 株式会社ココカラファイン 上場取引所 東 
コ ー ド 番 号 3098 ＵＲＬ http://www.cocokarafine.co.jp 
代 表 者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）塚本 厚志   
問合せ先責任者 （役職名） 上席執行役員経理部長（氏名）千田 吉裕 （TEL） 045(548)5957 
四半期報告書提出予定日 平成25年11月13日 配当支払開始予定日 平成25年12月５日 
四半期決算補足説明資料作成の有無  ：有 
四半期決算説明会開催の有無  ：有（機関投資家及びアナリスト向け） 

 

（百万円未満切捨て） 

１．平成26年３月期第２四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年９月30日） 
（１） 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第２四半期 172,234 2.9 1,861 △60.7 2,917 △55.7 1,123 △72.8
25年３月期第２四半期 167,406 4.3 4,742 4.6 6,586 2.9 4,138 12.7
（注）包括利益  26年３月期第２四半期  1,118百万円（△72.7％）  25年３月期第２四半期4,098百万円（11.8％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
 円  銭 円  銭

26年３月期第２四半期 44.18 －
25年３月期第２四半期 162.79 －
平成26年３月期第1四半期より仕入割引に関する会計方針の変更を行っております。詳細は、添付資料５ページ「２．

サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照くだ

さい。なお、平成25年３月期第２四半期の数値及び増減率につきましては当該会計方針の変更を反映した遡及適用

後の数値を記載しております。 

 
（２） 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

26年３月期第２四半期 130,877 73,779 56.4 
25年３月期 149,578 73,417 49.1 
（参考）自己資本    26年３月期第２四半期  73,779百万円  25年３月期  73,417百万円 

平成26年３月期第1四半期より仕入割引に関する会計方針の変更を行っております。詳細は、添付資料５ページ「２．

サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照くだ

さい。なお、平成25年３月期の数値につきましては当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載してお

ります。 
 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１ 
四半期末 

第２ 
四半期末 

第３ 
四半期末 

期  末 合  計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

25年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 
26年３月期 － 30.00  
26年３月期(予想)  30.00 60.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 
 
３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通      期 348,000 3.6 5,900 △41.3 8,000 △42.0 5,500 △30.0 216.21
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：無  

k-terasawa
新規スタンプ



※ 注記事項 
 
（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：有 

新規    －社  （社名）、   除外    ３社  （社名） 株式会社セイジョー 
 株式会社ジップドラッグ 

 株式会社ライフォート 
（注）詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (1) 当四半期連結累計期間

における重要な子会社の異動」をご覧ください。 
 

（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 
（注）詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (2) 四半期連結財務諸表の

作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

  
（３） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 
②  ①以外の会計方針の変更 ：有 
③  会計上の見積りの変更 ：無 
④  修正再表示 ：無 
（注）詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3) 会計方針の変更・会計

上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

  
（４） 発行済株式数（普通株式）  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期２Ｑ 25,472,485株 25年３月期 25,472,485株
②  期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 34,409株 25年３月期 34,051株
③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 25,438,154株 25年３月期２Ｑ 25,418,807株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決
算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

・当社は、平成25年11月15日に機関投資家及びアナリスト向けの四半期決算説明会を開催する予定で

す。その模様及び説明内容（音声）については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかに

当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀一体となった経済・金融政策によ

り円安株高が進み明るさを取り戻しつつあるものの、雇用・所得環境改善の動きは鈍く、中国や新

興国経済の景気減速の影響等、先行きはいまだ不透明な状況にあります。 

当社が属するドラッグストア業界は、同業各社の積極的な出店や法的規制緩和による競争環境の

めまぐるしい変化を受け、異業種を交えた業務・資本提携、Ｍ＆Ａ等の企業の生き残りをかけた統

合・再編の動きが活発化しております。 

このような状況下、当社は「人々のココロとカラダの健康を追求し、地域社会に貢献する」の経

営理念のもと、平成25年４月に６社の販売子会社統合を軸とする全社の組織改編を行いました。こ

の新体制のもと、コア事業の運営体制刷新による質的強化を図ると同時に、グループ事業運営の効

率化を推進しております。これに伴い、店舗別損益の管理方法、仕入割引の捉え方の見直しを行い

ました結果、第１四半期連結会計期間より、仕入割引に係る会計方針の変更を行うことといたしま

した。前四半期連結累計期間との比較につきましては、遡及適用後の数値を用いて算出しておりま

す。会計方針の変更につきましては、「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3) 会計方

針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載しております。 

事業業績といたしましては、引き続き堅調な調剤事業や平成24年11月に子会社化いたしました株

式会社コダマの業績寄与等により当第２四半期連結累計期間では増収となりました。しかしながら

営業利益、経常利益におきましては販売子会社統合に係わる一時的な経費増加や、販促施策や販売

体制の再構築による影響、前連結会計年度に負ののれんの償却が終了したことによる営業外収益

「負ののれん償却額」の減少により前年同期比で減少いたしました。 

出退店につきましては、新規に30店舗を出店、13店舗の退店を行い、当第２四半期連結累計期間

末の当社グループ店舗数は、下表のとおり1,278店舗となりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、172,234百万円（前年同期比2.9％増）、営

業利益1,861百万円（同60.7％減）、経常利益2,917百万円（同55.7％減）、四半期純利益1,123百

万円（同72.8％減）となりました。 

 
[国内店舗数の推移] 

  
平成25年４月１日 

期首時点の総店舗数 
出店 退店 

平成25年９月30日

現在の総店舗数 

株式会社ココカラファイン ヘルスケア 1,178 29 10 1,197 

株式会社コダマ 83 1 3 81 

合計 1,261 30 13 1,278 

(内調剤取扱) (221) (10) (2) (229)
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[国内地域別店舗分布状況（平成25年９月30日現在）] 

地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数 

北海道 28 富山県 1 奈良県 38 佐賀県 2

宮城県 2 福井県 1 和歌山県 26 長崎県 18

山形県 1 山梨県 4 鳥取県 14 熊本県 7

福島県 2 長野県 3 島根県 3 大分県 4

茨城県 3 岐阜県 21 岡山県 12 沖縄県 4

栃木県 6 静岡県 39 広島県 21 合計 1,278

群馬県 1 愛知県 105 山口県 23

埼玉県 54 三重県 58 徳島県 6

千葉県 21 滋賀県 11 香川県 7

東京都 240 京都府 34 愛媛県 5

神奈川県 58 大阪府 155 高知県 3

新潟県 75 兵庫県 104 福岡県 58

 
[（ご参考）国内地域別店舗分布状況（平成25年４月１日期首時点）]

地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数 

北海道 25 富山県 0 奈良県 37 佐賀県 2

宮城県 2 福井県 1 和歌山県 26 長崎県 18

山形県 0 山梨県 2 鳥取県 14 熊本県 7

福島県 3 長野県 3 島根県 3 大分県 5

茨城県 3 岐阜県 21 岡山県 12 沖縄県 5

栃木県 6 静岡県 39 広島県 21 合計 1,261

群馬県 1 愛知県 106 山口県 23

埼玉県 54 三重県 57 徳島県 7

千葉県 20 滋賀県 10 香川県 7

東京都 236 京都府 35 愛媛県 4

神奈川県 58 大阪府 151 高知県 3

新潟県 77 兵庫県 99 福岡県 58

 

(2)  財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産に関する状況 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、130,877百万円となり、前連結会計年度末に

比べて18,701百万円減少いたしました。主な要因は、前連結会計年度末日が金融機関の休日であっ

たため支払繰越による現金及び預金19,893百万円の減少、売掛金129百万円の減少、たな卸資産741

百万円の増加、有形固定資産272百万円の減少等によるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、57,097百万円となり、前連結会計年度末に比

べて19,063百万円減少いたしました。主な要因は、短期借入金300百万円の減少、未払法人税等

1,240百万円の減少、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため支払繰越による買掛金

15,689百万円の減少等によるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、73,779百万円となり、前連結会計年度末に

比べて362百万円増加いたしました。主な要因は、配当金763百万円の支払いによる減少、当第２四

半期連結累計期間における四半期純利益1,123百万円による増加等によるものであります。 
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② キャッシュ・フローの状況 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、

4,323百万円となり、前連結会計年度末に比べ19,893百万円減少いたしました。当第２四半期累計

期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果使用された資金は、14,424百万円（前年同四

半期比23,248百万円の支出の増加）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益が2,719百

万円に対して、主な増加要因として非資金費用である減価償却費及びその他の償却費の計上が

2,048百万円、のれん償却額の計上が288百万円、売上債権の減少額が260百万円あったものの、減

少要因としてたな卸資産の増加額が690百万円、仕入債務の減少額が15,850百万円、法人税等の支

払額が2,806百万円あったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用された資金は、4,152百万円（前年同四

半期比1,349百万円の支出の増加）となりました。これは敷金及び保証金の回収による収入が158百

万円あったものの、主として新規出店等による有形固定資産の取得による支出が1,871百万円、無

形固定資産の取得による支出が1,084百万円、敷金及び保証金の差入による支出が683百万円あった

こと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用された資金は、1,321百万円（前年同四

半期比1,253百万円の支出の減少）となりました。これは主として、短期借入金の返済による支出

が300百万円、配当金の支払額が762百万円あったこと等によるものであります。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成25年10月22日付「連結業績予想の修正に関するお知らせ」にて公

表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断し

たものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があり

ます。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

第１四半期連結会計期間において、連結子会社でありますセガミメディクス㈱（特定子会社）

は、連結子会社でありました㈱セイジョー（特定子会社）、㈱ジップドラッグ（特定子会社）、㈱

ライフォート（特定子会社）、㈱スズラン薬局及び非連結子会社でありました㈲メディカルインデ

ックスを平成25年４月１日に吸収合併いたしました。このため、連結子会社４社、非連結子会社１

社が消滅しております。 

なお、セガミメディクス㈱は同日付で㈱ココカラファイン ヘルスケアに商号を変更しておりま

す。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を使用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

従来、商品の仕入代金現金決済時に受取る仕入代金の減額については、営業外収益の仕入割引と

して処理しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、仕入控除項目として売上原価に含めて

処理する方法に変更することといたしました。 

激しさを増すドラッグストア業界内での出店や価格競争に加え、法的規制緩和による異業種の参

入や、新たな販売チャネルの出現などによる競争など、経営環境がめまぐるしく変化する中、当社

グループではその変化に機動的に対応するために販売子会社統合や基幹システムの統一をはじめと

するグループ運営体制の見直しを実施しております。 

これに伴い、金利動向にかかわらず統一した方針の下で仕入先との取引条件の交渉を開始してい

ること及びシステム変更により仕入割引を仕入控除項目として店舗別損益を管理することが可能と

なったこと並びに改めて市場金利と仕入減額率とのかい離の状況を検討した結果、市場金利とのか

い離が拡大していることから、従来、仕入割引として処理していた金額について仕入控除項目とし

て売上原価に含める処理に変更することで、経営成績をより適正に表示することができると判断い

たしました。 
当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上総利益及び営業利益は

それぞれ692百万円増加し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ44百万円減少して

おります。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰

余金の前期首残高は112百万円減少しております。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,217 4,323

売掛金 12,402 12,273

たな卸資産 40,500 41,241

その他 11,402 11,587

流動資産合計 88,523 69,426

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,971 12,936

土地 11,161 11,145

その他（純額） 4,489 4,267

有形固定資産合計 28,621 28,348

無形固定資産   

のれん 2,090 1,894

その他 1,965 2,159

無形固定資産合計 4,056 4,054

投資その他の資産   

敷金及び保証金 22,138 22,316

その他 6,447 6,958

貸倒引当金 △207 △227

投資その他の資産合計 28,377 29,047

固定資産合計 61,054 61,450

資産合計 149,578 130,877
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 51,306 35,617

短期借入金 4,800 4,500

未払法人税等 2,676 1,436

賞与引当金 1,808 1,868

ポイント引当金 1,383 1,679

その他 8,662 6,272

流動負債合計 70,638 51,374

固定負債   

退職給付引当金 3,187 3,373

その他 2,335 2,349

固定負債合計 5,522 5,723

負債合計 76,161 57,097

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 34,438 34,438

利益剰余金 37,928 38,297

自己株式 △59 △60

株主資本合計 73,307 73,675

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 110 104

その他の包括利益累計額合計 110 104

純資産合計 73,417 73,779

負債純資産合計 149,578 130,877

株式会社ココカラファイン(3098)平成26年３月期 第２四半期決算短信

－7－



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 167,406 172,234

売上原価 125,794 128,799

売上総利益 41,611 43,435

販売費及び一般管理費 36,869 41,573

営業利益 4,742 1,861

営業外収益   

発注処理手数料 569 592

負ののれん償却額 583 －

受取賃貸料 389 415

その他 429 461

営業外収益合計 1,971 1,470

営業外費用   

賃貸費用 94 364

その他 32 50

営業外費用合計 126 414

経常利益 6,586 2,917

特別利益   

還付消費税等 366 －

その他 32 0

特別利益合計 399 0

特別損失   

固定資産除却損 23 2

賃貸借契約解約損 8 2

減損損失 41 192

その他 15 1

特別損失合計 88 198

税金等調整前四半期純利益 6,897 2,719

法人税等 2,590 1,595

過年度法人税等 168 －

法人税等合計 2,759 1,595

少数株主損益調整前四半期純利益 4,138 1,123

少数株主利益 － －

四半期純利益 4,138 1,123
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,138 1,123

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △39 △5

その他の包括利益合計 △39 △5

四半期包括利益 4,098 1,118

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,098 1,118

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,897 2,719

減価償却費及びその他の償却費 1,695 2,048

減損損失 41 192

のれん及び負ののれん償却額 △436 －

のれん償却額 － 288

引当金の増減額（△は減少） 177 545

受取利息及び受取配当金 △48 △52

支払利息 11 12

固定資産除却損 23 2

固定資産受贈益 △99 △89

賃貸借契約解約損 8 2

売上債権の増減額（△は増加） 416 260

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,138 △690

仕入債務の増減額（△は減少） 4,160 △15,850

その他 1,043 △1,004

小計 11,753 △11,614

利息及び配当金の受取額 11 10

利息の支払額 △11 △12

法人税等の支払額 △2,928 △2,806

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,824 △14,424

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 10 －

関係会社株式の取得による支出 △10 △541

有形固定資産の取得による支出 △1,756 △1,871

無形固定資産の取得による支出 △234 △1,084

事業譲受による支出 △410 －

貸付けによる支出 △30 －

敷金及び保証金の差入による支出 △696 △683

敷金及び保証金の回収による収入 167 158

その他 157 △130

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,803 △4,152

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △1,500 △300

配当金の支払額 △889 △762

その他 △186 △259

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,575 △1,321

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,445 △19,898

現金及び現金同等物の期首残高 24,637 24,217

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

31 4

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,113 4,323
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(4)  四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（開示の省略） 

上記以外の注記事項につきましては、第２四半期決算短信における開示の必要性が大きくないと

考えられますため、開示を省略しております。 
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